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◆
理
事
長
だ
よ
り
◆

理
事
長　

竹
田
　
保

　

今
回
は
、
脊
髄
性
筋

萎
縮
症
に
対
す
る
エ
ブ

リ
ス
デ
ィ
の
最
新
治
験

結
果
と
治
療
選
択
肢
を

広
げ
る
た
め
の
情
報
提

供
の
重
要
性
に
つ
い
て

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た

W
orld M

uscle Society

（
Ｗ
Ｍ
Ｓ
）
年
次
総
会
に

お
い
て
、
脊
髄
性
筋
萎
縮
症
（
Ｓ
Ｍ
Ａ
）
に
対
す
る

治
療
法
で
あ
る
エ
ブ
リ
ス
デ
ィ
の
２
年
間
の
治
験
結

果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。RA

IN
BO

W
FISH

試
験

で
は
、
生
後
６
週
ま
で
の
乳
児
期
に
発
症
前
か
ら
治

療
を
開
始
し
た
Ｓ
Ｍ
Ａ
小
児
に
お
け
る
運
動
機
能
や

安
全
性
の
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
、
多
く
の
患
者
が
主
要

な
運
動
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
を
達
成
す
る
と
い
う
画
期

的
な
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
に
よ
れ
ば
、
Ｓ
Ｍ
Ｎ
２
コ
ピ
ー
数
が
３
以
上

の
小
児
（
ｎ
＝
18
）
は
全
員
が
「
立
つ
」
お
よ
び
「
歩

く
」
こ
と
が
で
き
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
定
め
る
発
達
期
間
内
に
達
成
し
、

Ｓ
Ｍ
Ｎ
２
コ
ピ
ー
数
が
２
の
小
児
（
ｎ
＝
５
）
で
も
、

60
％
が
独
立
し
て
歩
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
全
員
が

支
え
な
し
で
座
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
従
来
の
Ｓ

Ｍ
Ａ
の
自
然
経
過
と
比
べ
て
非
常
に
大
き
な
進
展
で

あ
り
、
エ
ブ
リ
ス
デ
ィ
に
よ
る
治
療
の
有
効
性
が
改

め
て
確
認
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

　

本
試
験
で
は
、
運
動
機
能
だ
け
で
な
く
、
治
療
を

受
け
た
小
児
の
認
知
機
能
も
評
価
さ
れ
て
お
り
、
健

常
児
と
同
等
の
認
知
ス
キ
ル
を
示
し
た
こ
と
は
注
目

に
値
し
ま
す
。
患
者
の
全
体
的
な
発
達
を
支
え
る
治

療
と
し
て
有
望
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
恒
常
的
な
人
工
呼
吸
器
を
必
要
と
せ
ず
、
安
全

性
に
つ
い
て
も
深
刻
な
有
害
事
象
も
報
告
さ
れ
ず
治

療
の
信
頼
性
が
高
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
有
効
な
治
療
法
が
存
在
し

て
も
、
患
者
に
適
切
な
情
報
が
行
き
渡
ら
な
け
れ
ば
、

治
療
選
択
肢
と
し
て
考
慮
さ
れ
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
、

製
薬
企
業
が
規
制
に
よ
っ
て
患
者
に
直
接
治
療
薬
の

情
報
を
提
供
で
き
な
い
た
め
、
医
師
を
通
じ
て
し
か

情
報
を
得
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
た
め
、

新
薬
が
開
発
さ
れ
て
も
そ
の
存
在
や
使
用
方
法
を
知

ら
な
い
患
者
も
多
く
、。
情
報
提
供
が
不
十
分
な
こ

と
が
、
患
者
の
治
療
選
択
を
狭
め
て
い
る
大
き
な
問

題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
治
療
薬
の
効
果
は
検
査
結
果
に
は
っ
き
り

と
現
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
患
者
が
日
常
生
活
で

感
じ
る
微
妙
な
変
化
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
微
細

な
効
果
は
、
捉
え
に
く
い
場
合
も
あ
り
、
患
者
自
身

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
重
要
で
す
。
運
動
機
能
や
認

知
機
能
の
向
上
に
関
す
る
デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、
日

常
生
活
の
中
で
患
者
が
感
じ
る
効
果
や
変
化
も
重
要

な
要
素
で
す
。
こ
の
た
め
、
治
験
評
価
段
階
か
ら
患

者
が
参
画
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
治
療
の
実

感
は
、
医
療
従
事
者
が
見
逃
し
が
ち
な
点
を
補
い
、

治
療
の
改
善
や
患
者
に
と
っ
て
有
益
な
治
療
選
択
の

道
を
広
げ
る
手
助
け
に
な
り
ま
す
。

　

新
生
児
や
乳
幼
児
期
に
発
症
す
る
疾
患
で
は
、
特

に
患
者
家
族
に
対
し
て
早
期
に
適
切
な
治
療
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
保
健
師
は
、
乳
幼
児

期
の
患
者
家
族
と
密
接
に
関
わ
る
機
会
が
多
い
た
め
、

最
新
の
治
療
情
報
を
提
供
で
き
る
体
制
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
情
報
提
供
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
患
者

家
族
は
治
療
の
選
択
肢
を
広
げ
、
よ
り
適
切
な
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。SM

A

で
は
、

早
期
治
療
が
運
動
機
能
や
認
知
機
能
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
治
療
の
選
択

肢
を
拡
大
す
る
こ
と
は
特
に
重
要
で
す
。

　

協
会
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
情
報
の
伝
達
や
、
患

者
視
点
で
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
重
要
性
を
強
調
し
、

患
者
が
適
切
な
治
療
法
を
選
べ
る
環
境
の
整
備
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
保

健
師
を
含
む
乳
幼
児
期
に
関
わ
る
す
べ
て
の
医
療
関

係
者
に
対
し
て
適
切
な
治
療
情
報
を
共
有
し
、
治
験

評
価
段
階
か
ら
患
者
が
参
加
で
き
る
仕
組
み
を
整
備

す
る
こ
と
が
、
よ
り
効
果
的
な
治
療
選
択
を
可
能
に

す
る
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。
製
薬
企
業
、
医
療
従
事
者
、

そ
し
て
規
制
当
局
と
連
携
し
、
よ
り
良
い
医
療
体
制

の
構
築
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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 令和 6 年 ７ 月

令和 ７ 年度 文部科学省予算編成に関する要望書
 一般社団法人 日本筋ジストロフィー協会
 代表理事　　竹 田　　保

　日頃より筋ジストロフィー患者・家族に対し、各種制度の立案並びにご支援をいただき深く感謝申し
上げます。
　令和 ７ 年度の予算編成に当たり、是非とも取り組んでいただきたい内容を要望書として取りまとめ、
提出いたします。よろしくご高配賜りたくお願い申し上げます。

要望書の構成
　全て重要な要望項目ですが、令和 ７ 年度に特に重点的にご支援頂きたい項目に●印を付しました。

カテゴリー 重要項目 重点項目

1 ．普通学校教育

1 ）こころのバリアフリーに関する教育の強化 ●
2 ）児童・生徒の就学先の選択の改善 ●
3 ）学校のバリアフリー設備・環境の整備
4 ）学校教員および介護員の増員と障害理解
５ ）インクルーシブ教育とその知見の活用

2 ．特別支援教育

1 ）医療的ケア児支援法の遵守 ●
2 ）緊急時の対応強化
3 ）ICT機器を利用した教育の推進
4 ）交流及び共同学習等の強化

3 ．高等教育
1 ）高等教育機関における医療的ケア児支援法の適用 ●
2 ）就学環境の整備と支援
3 ）学内支援者の育成支援

4 ．教育全般
1 ）通学手段の整備と支援 ●
2 ）ICT機器の整備と支援
3 ）生涯学習機会の整備と支援 

１ ．普通学校教育
　 １ ）こころのバリアフリーに関する教育の強化

　筋ジストロフィー等の神経筋疾患患者は幼児期に発症することが多い疾患では、学校時代に障害を理
由に教職員や児童生徒からからの暴言、体罰、いじめ等を受ける事例が多く、自己肯定感が低くなる傾
向が見られる。教職員と児童生徒には障害の社会モデルの考え方を、そして筋ジストロフィーのような
障害のある児童には自己肯定感を高める教育を培うため、こころのバリアフリーに関する教育の充実を
切に願う。そのため、教員養成課程での履修内容の見直しや教員研修等をさらに実施していただきたい。
　また、道徳の教科書や副読本に、障害の具体的な疾患名を挙げて生命予後の話題を取り上げてい
る事例 1 がある。それらは障害当事者や家族を傷つけ、障害者虐待にも繋がる恐れがある。早急に、
教科書や副読本の内容の見直しを検討いただきたい。
　また、小・中・高・大学生、教師、一般人を対象にし、公共交通機関で車椅子等の利用体験がで
きるバリアフリー教室が国土交通省で平成13年度より実施されている。貴省も国交省との連携を強

1 　 例えば、筋ジストロフィーの子どもが20歳前に死亡するとの記述が見られる。患者本人がその記述を
見てしまった場合の衝撃も考慮して教科書や副読本等を作成されたい。
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化し、更に多くの学校でバリアフリー体験教室の取組みが行われるようにしていただきたい。
　さらには、安心して学業生活が送れるよう、進学や転校の際の支援方法や個別指導計画等、切れ
目のない支援の体制づくりの強化を図っていただきたい。

　 ２ ）児童・生徒の就学先の選択の改善
　筋ジストロフィー等の神経筋疾患患者は、様々な病型があり、症状の進行状況は個人差が大きい
疾患である。環境設備や人員配置の面で制限を受けることなく、当該児童生徒それぞれの希望や状
況に応じた就学先を選択できるように十分な配慮をお願いしたい。
　また一部地域では、バリアフリー化が進んでいる学区外の学校への通学が認められないケースや、
旧国立療養所に隣接する支援学校への就学要件に療養所への入所が規定されているケース等、今で
も本人が望まない就学先を強いられている。あらためて教育委員会や学校関係者へ障害者差別解消
法や障害者権利条約等に基づき、柔軟な対応をするよう周知いただくとともに、本人が望む就学先
を選択できるよう取り組んでいただきたい。

　 ３ ）学校のバリアフリー設備・環境の整備
　学校施設は、災害時に障害者や高齢者等の避難所にもなる。在籍する児童生徒のためだけでな
く、誰もが安心して避難できるようなユニバーサルな避難所にしていただきたい。学校施設に大
型電動車椅子も使用可能な障害者用トイレやエレベーター、個室等を設置するなど、バリアフ
リー設備・環境を整備できるよう予算措置の強化をお願いしたい。

　 ４ ）学校教員および介護員の増員と障害理解
　学校教員や介護員が不足しており、身体障害のある筋ジストロフィー等の神経筋疾患の児童生
徒が十分な教育を受けられない事例がある。必要な学校教員や介護員を配置できるよう予算措置
の強化をお願いしたい。
　また、教職員やスクールカウンセラーの中には、就学者の障害への理解が不足しているケース
も多々見られる。障害のある就学者を受け入れた場合には、主治医や保護者・患者本人等と話す
機会および研修制度を設けるなど、就学者の障害を理解する体制を整備していただきたい。

　 ５ ）インクルーシブ教育とその知見の活用
　筋ジストロフィー等の神経筋疾患の児童生徒が、他の児童生徒と共に学べるインクルーシブ教育
の充実を全国一律で図っていただきたい。その取り組みを通して得られる知見を蓄積し、各就学者
の障害の状況に応じ十分な教育が受けられるよう活用していただきたい。

２ ． 特別支援教育
　 １ ） 医療的ケア児支援法の遵守

　重度の筋ジストロフィー等の神経筋疾患の児童生徒は、排痰・嚥下機能が早くから低下し、日常
的に呼吸管理や喀痰吸引等の医療的ケアが必須である。医療的ケア児支援法の趣旨に則って、保
護者の付き添いがなくても、医療的ケア児が「全国どこでも」「安心して」教育を受けられるよう、
必要な看護師等医療的ケアを行える人員を十分に配置いただきたい。

　 ２ ） 緊急時の対応強化
　学校内およびスクールバス内や校外学習等における緊急時の対応の強化をお願いしたい。命を守
ることを最優先とするよう、人員の配置、マニュアルの整備・内容の再確認、関係者への教育の徹底、
及び対応訓練の実施をお願いしたい。

　 ３ ）ICT機器を利用した教育の推進
　（ 1 ）教材の研究と普及

　コロナ禍以来、ICTを利用したオンライン学習が推進された。筋ジストロフィー等の神経筋疾
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患の児童生徒やその教員にも、わかりやすく使いやすいオンライン教材の研究開発とその普及を
図っていただきたい。また、デジタル教科書や教材については筋ジストロフィー等の神経筋疾患
の児童生徒も使いやすい配慮をお願いしたい。

（ 2 ）ICT機器の活用
　筋ジストロフィー等の神経筋疾患の児童生徒一人ひとりの身体の残存機能を最大限に活用でき
るよう、症状の進行を見越し、パソコン、タブレット端末、音声入力や視線入力システム等の様々
なICT機器を学校に導入していただきたい。

　 ４ ）交流及び共同学習等の強化
　少人数の特別支援学校・学級は閉鎖的になり、児童生徒の社会性の形成のための障害となってい
る。普通学校・学級との交流及び共同学習や、学校の枠を超えた地域との交流などの機会を増やし、
筋ジストロフィー等の神経筋疾患の児童生徒の社会性の醸成と社会進出の促進を図っていただきた
い。これを通し、地域社会全体の障害理解の推進に努めていただきたい。

３ ．高等教育
　 １ ）高等教育機関における医療的ケア児支援法の適用

　医療的ケア児支援法は高等学校等までに在籍する医療的ケア児を対象としているが、大学や専門
学校等の高等教育機関や職業訓練校等の学生などにも同法を適用していただきたい。

　 ２ ）就学環境の整備と支援
　大学等の高等教育機関において、筋ジストロフィー等の神経筋疾患の学生が修学できるよう、障
害者差別解消法に規定される合理的配慮の義務を各大学等に徹底するよう周知いただきたい。また、
授業や課外授業・活動だけでなく、授業を受ける上で必須の通学や学内での食事やトイレ等の介助
に障害福祉サービスが利用できるようお願いしたい。

　 ３ ）学内支援者の育成支援
　大学等においては、筋ジストロフィー等の神経筋疾患患者等の障害のある学生を支援するための
人材・ボランティア等の養成を長年継続していた。しかし、コロナ禍での中断により、こうした人
材が失われ、重要な社会資源が失われた。これを早期に復活させるよう働きかけをお願いしたい。

４ ．教育全般
　 １ ）通学手段の整備と支援

　筋ジストロフィー等の神経筋疾患患者が安心して学校に通学できるように、小・中・高等学校や
特別支援学校にスクールバスで通学可能な体制を整備していただきたい。また、看護師等の専門職
員による通年の通学支援を実現していただきたい。

　 ２ ） ICT機器の整備と支援
　筋ジストロフィー等の神経筋疾患患者が、読書等の学習活動を行う際には、ICT機器の使用が必
要な場合が多い。ICT機器の購入補助および操作法を習得するための支援強化をお願いしたい。

　 ３ ）生涯学習機会の整備と支援
　筋ジストロフィー等の神経筋疾患患者は特別支援学校等の卒業とともに学びの機会が断たれる現
状がある。しかし、障害の有無にかかわらず生涯にわたり学び続けることが重要である。卒業後も
学校で身に付けた能力を維持・伸長できるよう、生涯学習の機会を十分に確保できる環境整備をお
願いしたい。
 以　上
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TEL 0978-33-5595
■お問い合わせ先

メール info@amor.co.jp

アモレＳＵ１

トクソー技研株式会社
やさしさをカタチに

アモレＳＵ１

https://www.tokso.net/index.htm

検索

痰吸引器

気管内の痰をやさしく静かに吸引します

カフ上部の
吸引に

口腔内の
吸引に

唾液等の口腔内の吸引や
気管内の痰をゆっくり・強く
吸引する時に

唾液等の口腔内の吸引や
気管内の痰を早く・中位の力で
吸引する時に

口腔内の
吸引に

気管内の
吸引に
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「
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
理
学
療
法
に
つ
い
て
」

Ｎ
Ｈ
Ｏ
北
海
道
医
療
セ
ン
タ
ー　
神
経
筋
／

成
育
セ
ン
タ
ー　
理
学
療
法
士
長　
三
浦　
利
彦

　

第
８
回
：
⑧
日
常
生
活
で
気
を
付
け
る
姿
勢
と
車

椅
子
の
選
び
方
②
（
最
終
回
）

□
は
じ
め
に

　

連
載
企
画
「
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
理
学
療
法
に

つ
い
て
」。
数
回
に
分
け
て
呼
吸
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

⑧
日
常
生
活
で
気
を
付
け
る
姿
勢
と
車
椅
子
の
選
び

方
②
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
表
１　

掲
載
内
容
予
定

①�

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
北
海
道
医

療
セ
ン
タ
ー
　
神
経
筋
／
成
育
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
）

②
家
庭
で
も
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
ス
ト
レ
ッ
チ
と
運
動

③
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

咳
の
評
価

④
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

徒
手
に
よ
る
咳
介
助

⑤
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

機
械
に
よ
る
咳
介
助

⑥
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

肺
と
胸
郭
の
健
常
性
の
維
持

⑦
日
常
生
活
で
気
を
付
け
る
姿
勢
と
車
椅
子
の
選
び
方
①

⑧
日
常
生
活
で
気
を
付
け
る
姿
勢
と
車
椅
子
の
選
び
方
②

□
前
回
ま
で
の
ま
と
め
と
今
回
の
お
話
し
の
目
的

　

咳
の
力
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
で
は
、
急
な
痰
づ
ま
り
や
窒
息
、
誤
嚥
性
肺

炎
を
予
防
す
る
た
め
に
、「
咳
を
強
め
る
介
助
」
が

大
切
で
す
。
特
に
鼻
マ
ス
ク
や
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
使

用
し
た
非
侵
襲
的
換
気
療
法（
Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
）を
行
な
っ

て
い
る
方
で
は
、
徒
手
や
機
械
に
よ
る
咳
介
助
を

し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
を
効
果
的
に

継
続
す
る
秘
訣
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
肺
の
健

康
状
態
や
胸
郭
（
胸
）
の
柔
軟
性
が
保
た
れ
て
い
る

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
前
回
は
肺
を
大
き
く
膨

ら
ま
せ
、
無
気
肺
を
予
防
し
、
胸
郭
の
柔
軟
性
を
維

持
す
る
た
め
の
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

最
終
回
の
今
回
は
、「
日
常
生
活
で
気
を
付
け
る

姿
勢
と
車
椅
子
の
選
び
方
」
の
第
２
話
で
す
。

□
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
進
行
に
合
わ
せ
た
姿
勢
管

理
の
ポ
イ
ン
ト

　

お
お
よ
そ
の
運
動
機
能
や
進
行
状
況
を
目
安
に
、

そ
の
時
々
の
活
動
に
合
わ
せ
た
姿
勢
管
理
の
ポ
イ
ン

ト
を
３
つ
に
分
け
て
示
し
ま
す
。

① 

骨
盤
モ
デ
ル
：
床
か
ら
の
立
ち
上
が
り
や
歩
行
が

困
難
に
な
り
は
じ
め
た
頃
で
、
上
肢
機
能
は
保
た

れ
て
い
る
。
車
椅
子
の
自
力
駆
動
が
で
き
る
時
期

（
前
回
解
説
済
み
）。

② 

胸
郭
モ
デ
ル
：
自
力
座
位
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ

り
、
姿
勢
の
崩
れ
が
目
立
ち
始
め
る
。
上
肢
機
能

は
低
下
し
て
き
て
い
る
が
、
食
事
や
書
字
は
可
能

な
時
期
。

③ 

頭
頸
部
モ
デ
ル
：
支
持
が
な
け
れ
ば
座
位
困
難
で

頭
頸
部
も
不
安
定
。
姿
勢
に
よ
っ
て
呼
吸
や
嚥
下

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
る
時
期
。

□
胸
郭
モ
デ
ル
の
姿
勢
保
持
（
図
１
）

　

車
椅
子
を
自
力
駆
動
す
る
上
肢
運
動
が
困
難
に
な

り
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
よ
る
電
動
車
椅
子
に
移
行

す
る
時
期
で
す
。
こ
の
頃
は
、
食
事
動
作
や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
机
上
動
作
を
可
能
に
す
る
た
め
、
体
を
前
後 図 １ 　胸郭モデルによる姿勢管理
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頸
部
に
負
担
が
か
か
る
の
で
飲
み
込
み
が
し
づ
ら
く

な
っ
た
り
し
ま
す
（
図
３
中
央
）。
こ
の
よ
う
な
場

合
は
、
頭
部
が
一
番
安
定
す
る
よ
う
に
両
肩
の
線
と

顔
の
真
ん
中
の
線
が
十
字
に
な
る
よ
う
に
、
体
の
位

置
を
調
整
し
ま
す
（
図
３
右
）。
こ
の
時
、
側
弯
の

凸
側
の
胸
郭
下
部
に
胸
郭
サ
ポ
ー
ト
で
支
持
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
（
図
３
右
）。

□
頭
頸
部
モ
デ
ル
の
姿
勢
保
持
（
図
４
）

　

自
力
で
は
頭
部
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、

体
を
前
方
に
傾
け
な
け
れ
ば
頭
部
が
安
定
し
な
く
な

る
と
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
が
不
適
切
だ
っ
た
り
、
頭
部
が
不
安

定
で
顎
が
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
と
、
呼
吸
や

唾
液
の
飲
み
込
み
も
困
難
に
な
り
、
む
せ
込
や
誤
嚥

に
揺
す
る
動
き
が
必
要
で
す
。
そ
の
動
き
の
支
点
に

な
る
よ
う
な
胸
郭
下
部
の
支
持
部（
胸
郭
サ
ポ
ー
ト
）

を
追
加
し
ま
す
（
図
２
）
脊
柱
の
側
弯
が
出
て
く
る

と
、
姿
勢
が
崩
れ
る
こ
と
で
痛
み
を
生
じ
や
す
く
な

り
ま
す
（
図
３
左
）。
姿
勢
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
よ
う

と
無
理
な
矯
正
を
す
る
と
、
固
定
部
位
に
痛
み
や
皮

膚
の
潰
瘍
が
で
き
た
り
、
呼
吸
が
苦
し
く
な
っ
た
り
、

図 ２

図 ３

図 ４ 　頭頸部モデルによる姿勢管理
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で
も
あ
る
ラ
イ
ス
チ
ョ
ウ
ジ
ョ
ナ
さ
ん
が
書
い
て
く

れ
た
漫
画
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
（
図
６
、
掲
載
は
、
ご
本
人
の
承
諾
を

得
て
い
ま
す
）。

の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
図
５
）。
ネ
ッ
ク

サ
ポ
ー
ト
で
頭
部
の
動
き
の
支
点
を
作
る
こ
と
で
、

筋
力
が
変
わ
ら
な
く
て
も
、
頭
部
を
動
か
し
や
す
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
原
理
に
つ
い
て
、
漫

画
家
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
ユ
ー
ザ
ー

□
最
後
に

　

こ
れ
で
私
の
連
載
企
画
「
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の

理
学
療
法
に
つ
い
て
」
は
終
わ
り
で
す
。
こ
の
よ
う

な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
お
付
き
合
い
い
た
だ

い
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
事
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
患
者
様
や

そ
の
ご
家
族
に
と
っ
て
、
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
専
門
医
療
機
関
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
市
民
公
開
講
座
ｉ
ｎ
仙
台
」

�

Ｆ
Ｓ
Ｈ
Ｄ
分
科
会　

本
田　

充

　

10
月
６
日
、
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
「
市
民
公
開
講

座
：
知
っ
て
お
き
た
い
顔
面
肩
甲
上
腕
型
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
（
Ｆ
Ｓ
Ｈ
Ｄ
） 

ｉ
ｎ 

仙
台
」。
前
半
で
は
、

Ｆ
Ｓ
Ｈ
Ｄ
に
関
す
る
臨
床
研
究
、
基
礎
研
究
、
リ
ハ

ビ
リ
、
社
会
支
援
の
活
用
と
い
っ
た
包
括
的
な
情
報

が
各
臨
床
医
の
先
生
方
か
ら
提
供
さ
れ
有
意
義
で
し

た
。
特
に
会
場
か
ら
の
質
問
で
、
地
方
の
医
療
施
設

と
日
本
の
数
限
ら
れ
た
筋
疾
患
専
門
施
設
と
の
間
で
、

患
者
も
主
治
医
も
情
報
ア
ク
セ
ス
や
熱
量
の
格
差
を

地
方
本
部・支
部・分
科
会
だ
よ
り

図 ５

図 ６
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経
験
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
受
け
、
後
半
の
患
者
と
医
療
者
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
の
点
や
、
関
連

し
て
な
ぜ
日
本
の
Ｆ
Ｓ
Ｈ
Ｄ
患
者
登
録
が
進
み
に
く

い
の
か
、
と
言
っ
た
点
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
提
案

し
ま
し
た
。

　

意
識
高
い
医
療
者
側
の
「
患
者
が
も
っ
と
求
め
に

来
て
欲
し
い
」と
い
う
声
と
、
患
者
の「
病
院
に
言
っ

て
も
仕
方
が
な
い
」
と
い
う
現
状
の
構
図
を
変
え
る

た
め
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
医
療
者
の
方
々
と
対
等
に

語
り
合
え
る
患
者
会
と
い
う
存
在
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
今
回
の
医
療
者
と
患
者

の
横
並
び
で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
そ
れ

に
向
け
て
の
大
き
な
一
歩
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
こ

う
し
た
機
会
を
定
期
的
に
も
つ
重
要
性
も
再
認
識
し

ま
し
た
。
患

者
会
が
（
当

事
者
は
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み

を
抱
え
つ
つ

も
）
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を

も
た
ら
す
存

在
と
な
る
こ

と
が
、
患
者

が
患
者
会
に

市民公開講座in仙台の出席者のみなさん

【
青
森
岩
木
憩
の
家
担
当
】
竹
田
保
、
中
里
俊
晴
（
青

森
支
部
長 

中
山
博
秀
）

日
本
希
少
疾
患
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
Ｒ
Ｄ
Ｃ
Ｊ
、

会
員
募
集
を
開
始

　

日
本
希
少
疾
患
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（Rare D

isease 
Consortium

 Japan

：RD
CJ

）
は
、
産
患
学
官
民

の
協
働
に
よ
り
、
希
少
疾
患
の
医
学
研
究
と
患
者
を

中
心
と
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
治
療
薬
の
開
発
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
製
薬
企
業
と
ア
カ
デ
ミ
ア

の
研
究
者
及
び
患
者
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　

治
療
薬
の
研
究
開
発
推
進
の
た
め
に
製
薬
企
業
が

積
極
的
に
参
加
す
る
民
間
主
導
の
枠
組
み
に
よ
り
、

希
少
疾
患
治
療
薬
の
研
究
開
発
に
お
け
る
課
題
解
決

に
向
け
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

患
者
と
し
て
、
日
本

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協

会
会
員
（
東
京
支
部
、
Ｂ

Ｍ
Ｄ
分
科
会
）
の
柴
﨑
浩

之
さ
ん
も
日
本
希
少
疾

患
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

幹
事
と
し
て
参
画
し
設

立
か
ら
尽
力
さ
れ
て
お

り
、
本
協
会
も
参
画
機

関
と
し
て
な
っ
て
い
ま

興
味
を
持
ち
、
ひ
い
て
は
患
者
登
録
な
ど
様
々
な
実

用
的
課
題
も
解
決
し
て
い
く
道
筋
と
な
る
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
感
覚
を
忘
れ
ず
、
分
科
会

の
活
動
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
移
動
の
ご
支
援
も
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

副
理
事
長
と
理
事
の
役
割
担
当
決
ま
る

　

８
月
10
日
（
土
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た

令
和
６
年
度
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
第
２
回

臨
時
理
事
会
で
、
副
理
事
長
と
理
事
の
役
割
担
当
が

次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
敬
称
略
。

【
副
理
事
長
】
大
島
松
樹
、
福
江
裕
子
、
吉
永
貴
子

【
政
策
担
当
】
竹
田
保
、
吉
永
貴
子
、
藤
井
敏
孝
、

中
里
俊
晴

【
調
査
研
究
担
当
】
福
江
裕
子
、
貝
谷
嘉
洋
、
有
賀
絵

理
、
古
田
聖
、
紺
野
順
子
、
米
田
武
士
、
中
里
俊
晴

【
組
織
担
当
】
大
島
松
樹
、
藤
井
敏
孝
、
中
里
俊
晴

【
事
業
担
当
】
大
島
松
樹
、
吉
永
貴
子
、
鍵
和
田
貴

実
代
、
中
里
俊
晴

【
広
報
担
当
】
竹
田
保
、
有
賀
絵
理
、
瀬
川
和
江
、

中
里
俊
晴

【
総
務
担
当
】
遠
藤
光
、
有
賀
絵
理
、
梅
津
真
由
美
、

中
里
俊
晴

【
分
科
会
担
当
】
大
島
松
樹
、
遠
藤
光
、
瀬
川
和
江
、

米
田
武
士
、
中
里
俊
晴

プレスリリース RDCJ入会案内
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テ
ー
マ
に
、
奈
良
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
奈
良
市
）
で
、
９
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
４
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
─Ｊ
Ｍ
Ｓ 

２
０
２
４
（
第
22
回
ア
ジ
ア
オ
セ
ア
ニ
ア
筋
学
セ
ン

タ
ー
学
術
集
会
・
第
10
回
日
本
筋
学
会
学
術
集
会
合

同
学
術
大
会
）」へ
、
筋
ジ
ス
協
会
は
患
者
団
体
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
参
加
の
研
究
者
や
医
療
関
係
者
ら
に

対
し
て
協
会
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

国
際
会
議
に
は
、
国
内
の
ほ
か
中
国
、
韓
国
、
イ

ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
香
港
、
台
湾
な
ど

の
国
・
地
域
か
ら
約
４
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

協
会
出
展
ブ
ー
ス
へ
は
、
用
意
し
た
英
文
ポ
ス
タ
ー

を
壁
に
貼
り
、
机
の
上
に
は
、
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

会
報
、
入
会
案
内
な
ど
を
並
べ
て
、
希
望
者
へ
手
渡

し
ま
し
た
。
海
外
か
ら
の
参
加
者
も
日
本
の
患
者
会

活
動
に
興
味

を
示
し
て
質

問
を
重
ね
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の

ブ
ー
ス
出
展

は
、
厚
生
労

働
科
学
研
究

費
補
助
金
難

治
性
疾
患
政

策
研
究
事
業 

す
。
本
年
度
の
日
本
希
少
疾
患
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
年

会
は
、
２
０
２
５
年
２
月
21
日
（
金
）
に
湘
南
ア
イ

パ
ー
ク
に
て
開
催
予
定
で
、
柴
﨑
さ
ん
が
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
患
者
の
立
場
で
講
演
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
会
員
募
集
が
開
始
さ
れ
、
各
参
画
機
関

で
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

大
牟
田
病
院
の
虐
待
事
案

第
三
者
委
員
会
が
提
言
書
ま
と
め
る

　

福
岡
県
の
国
立
病
院
機
構
大
牟
田
病
院
で
職
員
に

よ
る
性
的
虐
待
の
疑
い
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
第
三

者
委
員
会
は
令
和
６
年
10
月
１
日
に
提
言
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
大
牟
田
病
院
は
提
言
書

の
要
約
版
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
し
た
。

　

提
言
書
に
対
し
て
大
牟
田
病
院
は
、
頂
い
た
提
言

は
真
摯
に
受
け
止
め
、
徹
底
し
た
再
発
防
止
対
策
を

講
じ
て
い
き
、
今
後
、

虐
待
が
発
生
し
な
い

組
織
づ
く
り
に
努
め
、

信
頼
回
復
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
と
し
て

い
ま
す
。

Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
国
際
会
議
（
奈
良
）
に
協
会
が
ブ
ー

ス
出
展

　
「
こ
の
地
域
の
筋
学
の
新
た
な
章
に
向
け
て
」
を

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
標
準
的
医
療
普
及
の
た
め
の

調
査
研
究
（24FC1009

）
の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
国
際
会
議
で
ポ
ス
タ
ー
発
表

�

Ｆ
Ｓ
Ｈ
Ｄ
分
科
会　

本
田　

充

　

本
筋
学
会
で
は
、
２
日
目
に
Ｆ
Ｓ
Ｈ
Ｄ
分
科
会
の

川
合
さ
ん
と
共
に
分
科
会
の
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
活

動
内
容
を
ま
と
め
て
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行

ま
し
た
。
持
ち
時
間
３
分
ほ
ど
で
グ
ル
ー
プ
内
で
発

表
内
容
を
解
説
し
あ
う
時
間
が
あ
り
、
本
学
会
は
国

際
学
会
で
し
た
の
で
英
語
で
川
合
さ
ん
と
手
分
け
し

て
発
表
し
、
質
疑
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
の
患
者
会
が
海
外
と
も
連
携
し
て
い
き
た
い
と

い
う
姿
勢
を
示
せ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
の

臨
床
医
の
方
々
と
も
話
す
こ
と
が
で
き
、
近
年
患
者

会
が
で
き
た
話
な
ど
ホ
ッ
ト
な
話
題
も
あ
り
、
新
た

な
連
携
に
繋

が
る
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

３
日
目
に

は
、
私
自
身

の
研
究
の
発

表
も
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
Ｆ
Ｓ

Ｈ
Ｄ
に
お
け

る
遺
伝
子
発

ポスター会場の出入り口横へ出展した筋ジ
ス協会のブースと竹田理事長

国立病院機構大牟田病
院ホームぺージ

ポスター掲示板の前で本田氏（右）と川合氏
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現
の
仕
組
み
を
調
べ
る
基
礎
研
究
で
、
日
本
と
ス
ペ

イ
ン
で
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。
ま
だ
途
中
の
段
階

で
あ
り
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
で
す
が
、
本
学
会
で

の
最
優
秀 young investigator

を
授
与
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
励
み
に
き
ち
ん
と
形
に
し
て
Ｆ
Ｓ
Ｈ
Ｄ

の
さ
ら
な
る
理
解
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
参
加
に
あ
た
っ
て
ご
支
援
を
頂
き
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

39
（
サ
ン
キ
ュ
ー
）
矢
野
基
金

令
和
６
年
度
の
応
募
終
了

　

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
元
監
督
・
矢
野
輝
弘
さ
ん
が

オ
ー
ナ
ー
を
務
め
る
「
39
（
サ
ン
キ
ュ
ー
）
矢
野
基

金
」
の
令
和
６
年
度
車
い
す
、
意
思
伝
達
装
置
購
入

費
助
成
事
業
の
募
集
は
、
10
月
７
日
か
ら
25
日
ま
で

の
日
程
で
終
了
ま
し
た
。
発
行
日
の
都
合
に
よ
り
、

今
回
、
会
報
「
一
日
も
早
く
」
に
募
集
要
項
を
掲
載

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
年
度
も
ほ
ぼ
同
様
な
内

容
で
実
施
が
予
定
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
募
集
要
項
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
来
年

度
の
応
募
を
検
討
さ

れ
る
会
員
の
方
は
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

令
和
６
年
度
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
研
究
班
班
会

議
日
程

　

班
会
議
は
い
ず
れ
も
専
門
的
な
内
容
で
す
が
、
筋

ジ
ス
協
会
の
会
員
で
あ
れ
ば
、
事
前
の
予
約
な
し
で

聴
講
す
る
こ
が
で
き
ま
す
。
参
加
費
も
無
料
で
す
。

◇

◎
西
野
班
班
会
議　

11
月
24
日
（
日
）　

国
立
精

神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ー

ル
（
東
京
都
）

◎
青
木
班
班
会
議　

11
月
25
日
（
月
）
か
ら
11
月
26

日
（
火
）　

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ー
ル
（
東
京
都
）

◎
小
牧
班
班
会
議　

11
月
29
日（
金
）　

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
東
京
５
０
２
（
東
京
都
）

◎
松
村
班
班
会
議　

11
月
30
日
（
土
）　

Ａ
Ｐ
東
京

八
重
洲
（
東
京
都
）

◎
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
研
究
班 

合
同
班
会
議　

絵

令
和
７
年
１
月
10
日
（
金
）　

Ｊ
Ａ
共
済
ビ
ル　

カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
（
東
京
都
）

★
シ
リ
ー
ズ
「
輝
い
て
い
る
人
」（
表
紙
参
照
）

行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
み
る

Ｆ
Ｓ
Ｈ
Ｄ
分
科
会　
川
合 

加
容
子

　

中
学
生
の
頃
か
ら
体
育
が
苦
手
で
人
よ
り
も
足
が

遅
く
、
遠
足
の
登
山
も
途
中
で
歩
け
な
く
な
っ
て
１

人
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
に
乗
り
、
バ
レ
ー
の
ト
ス
が
で
き

な
く
て
同
じ
ク
ラ
ス
の
子
に
舌
打
ち
を
さ
れ
る
。
思

春
期
の
少
女
に
と
っ
て
は
、
自
意
識
を
拗
ら
せ
る
の

に
十
分
な
体
験
で
し
ょ
う
。「
自
分
は
人
よ
り
劣
っ

て
い
る
」、「
普
通
の
社
会
に
は
生
き
ら
れ
な
い
」
と

い
う
考
え
が
、
心
に
だ
ん
だ
ん
染
み
付
い
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
暗
い
気
持
ち
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
、

文
化
的
な
活
動
に
没
頭
し
て
い
き
ま
し
た
。
絵
を
描

い
た
り
、
独
学
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
っ
た
り
、
授

業
を
サ
ボ
っ
て
美
術
館
に
行
っ
た
り
。
つ
ら
い
外
の

世
界
か
ら
身
を
守
れ
る
自
分
だ
け
の
美
し
い
城
を
作

り
上
げ
る
こ
と
に
忙
し
か
っ
た
の
で
す
。
勉
強
し
ろ

よ
と
い
う
感
じ
で
す
が
。
い
つ
の
間
に
か
美
術
館
や

博
物
館
で
働
い
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
、

芸
術
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
に
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
は
今
、
車
椅
子
に
乗
り
な
が
ら
夢
で

あ
っ
た
博
物
館
で
文
化
財
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
の
非
正
規
研
究
員
と

し
て
、
東
京
国
立
博
物
館
で
収
蔵
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
障
害
者
雇
用
で

は
な
く
一
般
採
用
で
す
が
、
在
宅
パ
ソ
コ
ン
の
環
境

を
整
え
て
い
た
だ
き
、
週
の
半
分
は
在
宅
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｈ
Ｄ
が
発
覚
し
た
の
は
大
学
時
代
で
す
。
当

時
ち
ょ
う
ど
就
職
活
動
の
時
期
で
、
こ
の
特
殊
な
状

況
を
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。「
頭
を
使
う
仕
事
な
ら
、
体
が
動
か

３９（サンキュー）矢野
基金募集要項
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な
く
な
っ
て
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
自
分
な

り
の
結
論
に
至
り
、
日
本
美
術
の
研
究
者
を
目
指
し

て
大
学
院
へ
進
学
し
ま
し
た
。
大
学
院
で
は
、
日
本

の
や
き
も
の
に
つ
い
て
研
究
し
、
ま
だ
体
が
動
く
う

ち
に
発
掘
調
査
に
参
加
し
た
り
、「
今
し
か
な
い
」

と
無
理
を
押
し
て
海
外
調
査
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

あ
の
時
、
無
理
し
て
や
っ
て
お
い
て
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
も
結
構
無
茶
し
て
い
ま
す
が
…
…
。

　

も
ち
ろ
ん
「
も
う
ダ
メ
だ
」
と
思
う
瞬
間
は
何
度

も
訪
れ
ま
し
た
。
今
の
博
物
館
に
所
属
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
運
が
良
か
っ
た
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
道
が
ダ
メ
だ
っ
た
ら
ま
た
別
の
道
を
探
そ

う
。
何
度
で
も
失
敗
し
よ
う
。
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
み
よ
う
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
す
。
と
り
あ
え

ず
、
こ
の
ま
ま
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
み
ま
す
。

　

今
は
仕
事
の
ほ
か
に
も
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協

会
Ｆ
Ｓ
Ｈ
Ｄ
分
科
会
の
幹
事
に
志
願
し
て
、
患
者
に

向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
国
際
学
会
へ
の
参
加

を
し
て
い
ま
す
。
一
歩
で
も
創
薬
に
近
づ
き
、
患
者

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
、
仲
間
た

ち
と
あ
あ
で
も
な
い
こ
う
で
も
な
い
と
ワ
イ
ワ
イ
言

い
な
が
ら
地
道
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
ご
賛
助

時
澤　

桂
子
様
（
群
馬
県
）、
甲
斐　

雄
樹
様
（
神

奈
川
県
）、
久
保　

瑞
樹
様
（
東
京
都
）、
神
尾　

幸

事
務
局
だ
よ
り

太
郎
様
（
大
阪
府
）、
田
嶋　

孝
之
様
（
愛
知
県
）、

佐
藤　

義
久
様
（
福
島
県
）、
山
本　

武
人
様
（
東

京
都
）、
式
田　
　

侑
様
（
神
奈
川
県
）、
細
田　

久

様
（
奈
良
県
）、
酒
井　

稚
佳
子
様
（
千
葉
県
）、
濱

野　

泰
昭
様（
東
京
都
）、
里
見　

一
彦
様（
東
京
都
）、

大
竹　

銀
河
様
（
栃
木
県
）、
石
川　

雄
也
様
（
長

野
県
）、
竹
下　

淳
也
さ
ま
（
和
歌
山
県
）、
鈴
木　

淳
司
様
（
千
葉
県
）、
木
村　

圭
汰
様
（
佐
賀
県
）、

北
村　

亮
太
郎
様
（
東
京
都
）

◆
継
続
賛
助
会
員

堀
越　

陽
子
様
（
神
奈
川
県
）、
宮
原　

雄
一
様
（
兵

庫
県
）、パ
イ
オ
ジ
ェ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
様（
東

京
都
）、
村
山　

恵
子
様
（
静
岡
県
）、
日
東
工
器
株

式
会
社
様
（
東
京
都
）

（
令
和
６
年
８
月
23
日
〜
令
和
６
年
10
月
15
日
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇

　
「
一
日
も
早
く
」
で
は
、
会
員
の
皆
様
の
原
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
身
近
に
あ
っ
た
こ
と
や
体
験
談

な
ど
を
、
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

表
紙
の
★
シ
リ
ー
ズ「
輝
い
て
い
る
人
」の
コ
ー
ナ
ー

だ
け
は
、
８
地
方
本
部
と
分
科
会
の
持
ち
回
り
で
す

の
で
、
支
部
長
を
通
じ
て
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

文
字
数
は
、
１
，０
０
０
字
以
内
。
で
き
る
だ
け

写
真
も
添
え
て
く
だ
さ
い
。
文
章
、
写
真
と
も
に
、

電
子
デ
ー
タ
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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人　

社
会
福
祉
法
人
全
国
心
身
障
害
児
福
祉
財
団

理　
事　
長　

伍　

藤　

忠　

春

編
集
責
任
者　

一
般
社
団
法
人　

日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会

代
表
理
事　

竹　

田　
　
　

保

〒
170
─

０
０
０
５　

東
京
都
豊
島
区
南
大
塚
三
─
四
三
─
一
一

福
祉
財
団
ビ
ル

電　

話　

〇
三
─
六
九
〇
七
─
三
五
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
─
六
九
〇
七
─
三
五
二
九

https

：//w
w
w
.jm
da.or.jp/

《
一
部
80
円
》
但
し
、
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

電話相談のお知らせ（JKA補助事業）（予定）
　毎回多くのお電話をいただいて好評な電話相談（公益財団法
人JKA補助事業）を令和 ６年度も実施しています。内容は、医
療に関する相談のみ月 １回実施します。話し中で電話がつなが
らない場合は、しばらくして再度おかけ直しください。
　医療相談専用ダイヤル　０３・６９０７・３５３３（相談日当日、相談
時間中のみ）

　■�医療相談　毎月第 ３金曜日（令和 ６年１2月2０日、令和 ７年
１月１７日、 2月2１日）（予定）

　　午後 １時３０分から午後 ４時３０分までの ３時間

令和 6 年11月20日発行 　 ＺＳＺ21７1号（毎月 1 回20日発行） 　 第 3 種郵便物承認 一　日　も　早　く


